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沢
宣
嘉(

の
ぶ
よ
し)

に
よ
っ
て
知
事
に
任
命
さ
れ
た
松
方
正
義
が
赴

任
し
た
日
田
県
は
旧
西
国
筋
郡
代
（
日
田
代
官
）
に
代
わ
る
も
の
で
あ
り
、

最
後
の
郡
代
窪
田
冶
部
右
衛
門
鎮
勝
は
こ
の
年
一
月
に
起
き
た
鳥
羽
・
伏

見
の
戦
い
の
直
後
、
豊
前
の
地
で
起
き
た
御
許
山(

お
も
と
さ
ん)

騒
動

の
際
に
逃
亡
し
て
姿
を
消
し
て
い
た
。

　
こ
の
御
許
山
騒
動
は
大
分
県
の
幕
末
維
新
史
を
語
る
上
で
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
事
件
で
あ
り
、
豊
前
、
豊
後
の
勤
皇
家
の
多
く
が
関
係
し
て

い
た
。
そ
の
中
の
幾
人
か
は
後
に
後
藤
純
平
と
行
動
を
と
も
に
す
る
こ
と

に
な
る
。

御
許
山
騒
動

　
御
許
山
騒
動
と
は
こ
の
年
の

一
月
十
四
日
、
豊
前
・
豊
後
の

勤
皇
の
志
士
と
長
州
の
脱
藩
兵

が
討
幕
の
狼
煙
を
上
げ
、
宇
佐

に
あ
っ
た
四
日
市
陣
屋
を
襲
撃

し
た
事
件
で
あ
る
。
一
味
の
本

拠
地
が
宇
佐
神
宮
背
後
の
御
許

山
に
置
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
後

世
、
こ
の
事
件
を
こ
う
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
。

　
事
件
の
発
端
は
一
年
三
カ
月

前
の
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）

十
月
の
あ
る
日
、
宇
佐
神
宮
の

呉
橋
の
た
も
と
に
あ
っ
た
宇
佐

異
国
船
の
来
航
で
、
海
防
強
化
が
求
め
ら
れ
た
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神
人
（
じ
に
ん
）
時
枝
重
明
の
屋
敷
に
深
夜
、
豊
前
、
豊
後
の
勤
皇
の
志

士
十
数
人
が
集
ま
っ
て
討
幕
の
密
議
を
こ
ら
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
主
な
顔
ぶ
れ
は
日
田
郡
合
田
村
（
現
日
田
市
）
の
長
光
太
郎
（
三
州
）

や
宇
佐
郡
佐
田
村
（
現
宇
佐
市
安
心
院
町
佐
田
）
の
佐
田
内
記
衛
（
秀
）、

安
心
院
村
（
同
）
の
下
村
次
郎
太
（
三
鍬
）、
柳
ヶ
浦
村
（
現
宇
佐
市
）

の
柳
田
清
雄
、
豊
前
の
原
田
七
郎
、
佐
伯
堅
田
村
（
現
佐
伯
市
）
の
青
木

猛
比
古
、
下
毛
郡
跡
田
村
（
現
中
津
市
）
の
高
橋
清
臣
ら
で
あ
る
。
佐
田

の
提
案
で
討
幕
の
根
拠
地
を
馬
城
峯
つ
ま
り
御
許
山
に
置
き
、
京
か
ら
し

か
る
べ
き
朝
廷
筋
の
人
物
を
迎
え
て
盟
主
に
据
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
実
は
こ
う
し
た
勤
皇
討
幕
の
密
議
は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
十
二
月

の
高
橋
清
臣
の
別
荘
木
ノ
子
岳
山
荘
や
安
心
院
の
重
松
邸
な
ど
で
た
び
た

び
行
っ
て
い
た
。
最
初
の
木
ノ
子
岳
山
荘
で
の
謀
議
の
時
に
は
、
か
つ
て

長
州
の
奇
兵
隊
に
身
を
寄
せ
て
下
関
の
四
国
連
合
艦
隊
砲
撃
で
戦
っ
た
こ

と
も
あ
る
日
田
の
長
光
太
郎
も
加
わ
り
、
そ
の
こ
ろ
筑
前
大
宰
府
に
い
た

三
条
実
美
の
内
命
を
受
け
て
日
田
代
官
所
襲
撃
を
計
画
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
だ
が
そ
の
た
び
に
西
国
筋
郡
代
の
農
兵
隊
ら
に
嗅
ぎ
付
か
れ
て
襲
わ

れ
、寸
前
の
と
こ
ろ
で
逃
亡
し
て
い
た
。
こ
の
夜
も
現
場
を
踏
み
込
ま
れ
、

あ
わ
や
の
と
こ
ろ
で
逃
走
し
た
が
、
重
松
は
捕
ら
え
ら
れ
、
宇
佐
神
宮
の

神
殿
床
下
に
隠
し
て
い
た
武
器
が
押
収
さ
れ
た
。

　
そ
の
場
を
逃
走
し
た
高
橋
と
原
田
は
さ
っ
そ
く
舟
で
京
に
上
っ
た
が
、

七
月
に
二
人
と
も
大
阪
で
幕
府
の
捕
吏
に
捕
ま
り
、
日
田
に
護
送
さ
れ
る

船
中
で
死
亡
し
た
。
翌
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
三
月
、
今
度
は
下
村
次

郎
太
と
青
木
猛
比
古
が
京
に
向
か
っ
た
。
下
村
は
咸
宜
園
の
同
門
の
播
磨

国
出
身
の
児
島
長
年
に
出
会
い
、
児
島
が
仕
え
て
い
た
江
州
大
津
に
隠
棲

し
て
い
る
元
の
正
三
位
左
権
中
将
花
山
院
卿
の
担
ぎ
出
し
に
成
功
し
、
よ
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う
や
く
十
二
月
十
日
、
周
防
国
久
賀
村
（
現
山
口
県
大
島
郡
）
の
覚
法
寺

に
着
い
た
。
こ
の
児
島
に
よ
る
花
山
院
担
ぎ
出
し
は
、
後
に
後
藤
純
平
が

仕
え
る
こ
と
に
な
る
沢
宣
嘉
の
了
解
を
得
て
行
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
な

お
、
青
木
は
こ
の
時
、
三
条
大
橋
で
佐
幕
派
の
浪
人
に
襲
わ
れ
非
業
の
死

を
遂
げ
た
。

　
花
山
院
の
西
下
は
実
現
し
た
が
義
挙
に
は
天
皇
の
綸
旨
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、
小
島
長
年
が
再
び
京
に
上
り
、
三
条
実
美
の
令
書
と
錦
旗
を
手
に

入
れ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
の
令
書
に
は
「
花
山
院
は
ひ
と
ま
ず
帰
京
せ

よ
。
九
州
の
同
士
は
速
や
か
に
上
京
し
て
王
事
に
尽
力
せ
よ
」
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。
し
か
も
長
州
藩
が
花
山
院
の
九
州
行
き
を
認
め
ず
、
京
に
帰

る
よ
う
求
め
て
身
柄
を
軟
禁
し
た
。
長
州
藩
と
し
て
は
、
既
に
王
政
復
古

が
成
っ
た
今
と
な
っ
て
は
別
派
行
動
は
混
乱
を
招
く
だ
け
だ
と
判
断
し
た

の
で
あ
る
。

　
下
関
に
い
た
佐
田
内
記
兵
衛
が
長
州
側
に
花
山
院
の
引
渡
し
を
求
め

た
が
、
長
州
藩
は
こ
れ
を
頑
と
し
て
拒
否
。
つ
い
に
乱
闘
に
な
り
、
何

人
か
の
志
士
が
捕
ら
え
ら
れ
、
萩
の
獄
舎
に
投
じ
ら
れ
た
。
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
一
月
七
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
、
京
で
は
す
で
に

鳥
羽
伏
見
の
戦
い
が
討
幕
派
の
勝
利
で
終
わ
っ
て
い
た
。

　
一
方
、
こ
の
間
、
下
関
で
奇
兵
隊
に
寄
食
し
て
い
た
別
府
の
矢
田
宏
や

宇
佐
の
松
本
大
五
郎
ら
は
軍
資
金
を
工
面
す
る
た
め
に
長
崎
に
と
ん
で
い

た
。
長
崎
で
土
佐
の
坂
本
竜
馬
が
組
織
し
た
振
遠
隊
の
隊
員
に
義
挙
の
計

画
を
打
ち
明
け
、
日
田
郡
代
が
支
配
し
て
い
る
天
草
陣
屋
を
襲
っ
て
官
金

を
奪
う
こ
と
に
な
っ
た
。
十
二
月
五
日
、
矢
田
や
松
本
ら
約
二
十
人
は
天

草
陣
屋
を
急
襲
し
、
八
千
三
百
両
を
奪
い
、
半
分
を
武
器
購
入
の
た
め
に

長
崎
藩
脱
藩
士
結
城
小
太
郎
に
渡
し
て
、
下
関
に
引
き
揚
げ
た
。
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慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
一
月
十
三
日
、
花
山
院
の
奪
還
に
失
敗
し
た

佐
田
ら
は
、
内
紛
か
ら
報
国
隊
を
脱
走
し
た
長
州
藩
士
十
八
人
を
含
む

六
十
人
余
り
と
舟
で
豊
前
に
向
か
い
、
翌
十
四
日
、
豊
前
長
洲
に
上
陸
し

た
。
そ
の
夜
、
四
日
市
陣
屋
と
農
兵
詰
め
所
を
一
気
に
襲
っ
た
。
四
日
市

陣
屋
で
は
久
留
米
藩
士
が
警
護
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
不
意
を
突
か
れ
て

逃
げ
惑
っ
た
。
佐
田
ら
は
ま
た
た
く
間
に
陣
屋
を
占
拠
し
、
大
砲
二
門
と

食
糧
、
衣
類
、
公
金
六
、七
千
両
を
奪
っ
た
。
久
留
米
藩
士
が
集
結
し
て

い
た
近
く
の
東
本
願
寺
別
院
に
火
を
放
っ
て
、
十
五
日
未
明
、
御
許
山
の

根
拠
地
に
引
き
揚
げ
、
山
上
の
僧
坊
に
錦
旗
を
立
て
た
。
そ
し
て
次
の
よ

う
な
檄
を
四
方
に
飛
ば
し
て
同
士
を
募
っ
た
。

今
般
幕
府
、
詐
術
ヲ
以
テ
政
権
ヲ
還
ス
ト
雖
モ
大
阪
城
ニ
篭
リ
、
干

戈
ヲ
動
カ
シ
京
師
ニ
返
リ
、
去
ル
三
日
、
鳥
羽
伏
見
ニ
於
テ
鋒
ヲ
交

ユ
。
官
軍
勝
利
ヲ
得
ト
雖
モ
実
ニ
朝
廷
存
亡
ノ
秋
ニ
候
。
依
テ
我
花

山
院
正
三
位
前
中
将
殿
、
西
州
ノ
官
軍
、
御
召
募
ノ
為
、
馬
城
峯
ニ

奉
ラ
レ
候
間
、
勤
王
ノ
諸
有
志
ハ
速
ニ
御
出
張
、
之
ヨ
ル
ベ
ク
謹
檄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
城
峰
会
議
所
　

　
　
　
正
月
十
五
日

　
御
許
山
で
の
勤
皇
討
幕
の
挙
兵
は
二
豊
諸
藩
を
驚
か
せ
た
。
噂
が
噂
を

呼
び
、
そ
の
人
数
は
二
百
あ
る
い
は
三
百
と
膨
れ
あ
が
り
、
長
州
藩
が
後

ろ
盾
に
な
っ
て
い
る
と
の
風
評
を
耳
に
し
て
ど
う
対
応
す
れ
ば
い
い
の
か

判
断
に
苦
し
ん
だ
。

　
一
方
、
代
官
所
側
は
農
兵
を
駆
り
集
め
て
御
許
山
に
夜
襲
を
か
け
よ
う

と
し
た
が
、
山
上
に
翻
る
錦
旗
を
見
て
怖
気
づ
き
、
浮
き
足
立
っ
た
。
応
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援
を
求
め
た
久
留
米
藩
か
ら
は
何
の
音
沙
汰
も
な
く
、
久
留
島
藩
か
ら
は

　「
御
許
山
勢
は
朝
廷
の
兵
で
あ
り
、
攻
撃
す
れ
ば
朝
敵
に
な
る
」

　
と
水
を
差
さ
れ
た
。

　
二
十
日
、
突
如
、
長
州
藩
の
藩
兵
百
二
十
人
が
豊
前
の
宇
島
に
上
陸
し

て
き
た
。
中
津
藩
で
は
て
っ
き
り
御
許
山
勢
の
応
援
に
来
た
も
の
と
思
い

込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
案
に
相
違
し
て
、
逆
に
佐
田
秀
や
報
国
隊
の
脱
走

兵
ら
を
捕
ら
え
に
来
た
の
だ
っ
た
。
長
州
藩
兵
は
中
津
藩
か
ら
大
砲
二
門

と
砲
手
十
二
人
を
借
り
て
四
日
市
に
入
り
、
西
本
願
寺
別
院
正
明
寺
に
陣

を
張
っ
た
。
そ
し
て
宇
佐
神
宮
会
所
で
佐
田
ら
を
厳
し
く
追
及
し
、
報
国

隊
脱
走
兵
の
引
き
渡
し
を
強
く
求
め
た
。
佐
田
ら
は
勤
皇
の
義
挙
で
あ
る

こ
と
を
説
い
た
が
、
長
州
藩
は
「
長
州
の
名
を
借
り
た
暴
挙
で
あ
り
、
報

国
隊
脱
走
兵
を
率
い
て
事
を
起
こ
し
た
の
は
許
し
が
た
い
」
と
譲
ら
ず
、

あ
く
ま
で
も
脱
走
兵
の
引
き
渡
し
を
要
求
し
た
。
こ
の
た
め
仲
間
の
助
命

を
求
め
て
、
脱
走
兵
の
若
月
隼
人
が
そ
の
場
で
切
腹
。
退
出
し
よ
う
と
し

た
佐
田
秀
も
背
後
か
ら
長
州
藩
士
に
斬
殺
さ
れ
た
。
長
州
藩
兵
は
そ
の
直

後
、
御
許
山
を
攻
撃
し
、
僧
坊
を
焼
き
払
っ
た
。
佐
田
ら
三
人
を
獄
門
、

晒
し
首
に
し
て
次
の
よ
う
な
高
札
を
立
て
た
。

此
者
共
長
州
ノ
関
ニ
潜
伏
シ
士
民
ヲ
誘
導
シ
、
豊
前
四
日
市
ニ
於
テ

暴
動
シ
、
剰
ヘ
民
家
ヘ
放
火
シ
、
御
許
山
ヘ
盾
篭
リ
候
間
、
二
十
三

日
於
山
上
誅
戮
致
シ
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
州
勢

　
　
正
月
二
十
四
日

　
こ
う
し
て
御
許
山
騒
動
は
勤
皇
の
大
義
を
掲
げ
て
挙
兵
し
た
に
も
か
か
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わ
ら
ず
、
す
で
に
王
政
復
古
が
成
り
、
討
幕
の
主
導
権
を
握
っ
た
長
州
藩

に
別
派
的
行
動
と
見
な
さ
れ
、
単
な
る
暴
挙
と
し
て
処
理
さ
れ
悲
劇
的
な

結
末
を
迎
え
た
。

　
　

　
騒
動
が
及
ぼ
し
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
前
に

書
い
た
よ
う
に
日
田
に
あ
る
西
国
筋
郡
代
の
窪
田
治
部
右
衛
門
鎮
勝
の
遁

走
で
あ
り
、そ
れ
に
よ
っ
て
九
州
の
幕
府
支
配
体
制
が
一
機
に
崩
壊
し
た
。

窪
田
は
か
ね
て
か
ら
危
急
に
備
え
て
農
兵
を
募
り
、
二
千
人
か
ら
な
る
制

勝
組
を
組
織
し
て
い
た
。
十
六
日
に
御
許
山
の
勤
皇
勢
が
日
田
に
攻
め
て

く
る
と
の
噂
が
広
ま
り
、
町
中
が
戦
々
恐
々
と
な
る
と
、
日
田
が
戦
火
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
制
勝
組
を
解
散
し
、
十
七
日
に
は
自
ら
も

郷
里
の
肥
後
方
面
に
遁
走
し
た
の
だ
っ
た
。

　
郡
代
が
い
な
く
な
る
と
、
隣
の
森
藩
の
藩
兵
が
警
護
を
名
目
に
日
田
陣

屋
を
占
拠
。
続
い
て
久
留
米
、
福
岡
、
肥
後
、
薩
摩
の
各
藩
兵
が
乗
り
込

ん
で
き
て
無
政
府
状
態
に
陥
っ
た
。
二
月
七
日
に
な
っ
て
日
田
、
玖
珠
郡

の
旧
幕
府
領
は
森
藩
と
岡
藩
に
、
下
毛
郡
の
旧
幕
府
領
は
中
津
藩
に
、
そ

れ
ぞ
れ
取
り
締
り
の
命
が
下
っ
た
。
そ
の
後
、
九
州
鎮
撫
総
督
兼
長
崎
裁

判
所
総
督
に
勤
皇
派
の
公
家
沢
宣
嘉
が
任
命
さ
れ
、
新
政
府
に
よ
る
支
配

体
制
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
は
既
に
書
い
た
通
り
で
あ
る
。

　
関
心
が
持
た
れ
る
の
は
二
豊
の
多
く
の
勤
皇
の
志
士
が
加
わ
っ
た
こ
の

御
許
山
騒
動
に
、
後
藤
純
平
は
全
く
関
係
が
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
後
藤
純
平
が
京
に
上
っ
た
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
一
月

と
言
え
ば
、
下
村
次
郎
太
と
青
木
猛
比
古
が
京
に
上
り
、
咸
宜
園
で
同
門

郡
代
窪
田
治
部
衛
門
鎮
勝
の
逃
亡
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だ
っ
た
児
島
長
年
の
口
添
え
で
よ
う
や
く
花
山
院
の
西
下
を
取
り
付
け
た

こ
ろ
で
あ
る
。
前
に
書
い
た
よ
う
に
後
藤
純
平
が
九
州
鎮
撫
総
督
の
沢
宣

嘉
に
従
っ
て
長
崎
に
赴
任
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
こ
の
児
島
の
口

利
き
だ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
佐
田
秀
ら
が
四
日

市
陣
屋
を
襲
撃
し
た
時
も
後
藤
純
平
は
京
に
い
て
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
を
間

近
に
見
て
お
り
、
そ
れ
に
は
加
わ
っ
て
い
な
い
。

　
後
藤
純
平
が
京
に
上
る
以
前
に
下
村
次
郎
太
や
佐
田
秀
、
矢
田
宏
ら
と

接
触
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
佐
田
ら
が
時
枝
重
明
邸
で
謀
議
を

行
っ
た
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
こ
ろ
後
藤
純
平
は
ま
だ
十
六
歳
に
過

ぎ
ず
、
あ
ま
り
に
若
す
ぎ
る
。
御
許
山
騒
動
を
主
導
し
た
佐
田
や
青
木
は

い
ず
れ
も
三
十
歳
前
後
で
あ
り
、
一
番
若
い
矢
田
宏
で
も
二
十
六
歳
で
あ

る
。
だ
い
い
ち
後
藤
純
平
に
そ
う
し
た
勤
皇
討
幕
と
い
う
明
確
な
意
識
が

確
立
し
て
い
た
か
疑
問
で
あ
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
後
藤
純
平
が
こ
の
御

許
山
事
件
に
直
接
に
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
い
う
状
況
は
考
え
に
く
く
、
ま

た
資
料
も
見
当
た
ら
な
い
。

　
京
に
あ
っ
て
御
許
山
騒
動
に
も
関
係
せ
ず
、
や
が
て
九
州
鎮
撫
総
督
兼

長
崎
裁
判
所
総
督
の
沢
宣
嘉
に
従
っ
て
長
崎
に
着
い
た
後
藤
純
平
の
そ
の

後
に
つ
い
て
は
す
で
に
書
い
た
通
り
だ
が
、
沢
は
二
月
二
十
日
付
け
で
晃

親
王
に
譲
っ
た
外
国
事
務
総
督
の
ポ
ス
ト
に
、翌
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

五
月
二
十
九
日
に
返
り
咲
い
て
い
る
。
た
だ
し
太
政
官
制
の
施
行
に
よ
り

名
称
は
外
国
官
知
事
で
あ
る
。
そ
し
て
七
月
八
日
に
二
官
六
省
の
新
た
な

太
政
官
制
が
敷
か
れ
、
外
務
省
に
な
っ
て
か
ら
も
外
務
卿
の
立
場
に
あ
っ

た
。
だ
が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
の
廃
藩
置
県
の
際
に
守
旧
的

な
尊
攘
派
と
の
関
係
が
疑
わ
れ
免
官
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
の
ち
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
長
崎
に
い
た
後
藤
純
平
は
郷
里
の
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上
淵
村
の
村
民
に
乞
わ
れ
て
郷
里
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
上
淵
村

な
ど
旧
旗
本
分
知
領
（
采
地
）
が
日
田
県
に
な
る
の
か
府
内
藩
の
所
属
と

な
る
の
か
を
め
ぐ
っ
て
紛
議
が
生
じ
、
後
藤
純
平
に
助
け
を
求
め
て
来
た

か
ら
で
あ
る
。
旗
本
分
知
領
だ
っ
た
こ
ろ
、
旗
本
家
と
府
内
藩
の
二
重
の

負
担
に
泣
か
さ
れ
た
村
民
と
し
て
は
日
田
県
所
属
を
希
望
し
、
九
州
鎮
撫

総
督
に
い
て
新
政
府
に
顔
の
聞
く
後
藤
純
平
に
帰
っ
て
き
て
も
ら
お
う
と

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
は
別
に
、
祖
父
の
寛
吾
が
強
く
後
藤
純

平
の
帰
省
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
若
く
て
青
雲
の
志
を
抱
い
て
い
た
後
藤
純

平
に
と
っ
て
帰
郷
は
不
本
意
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
真
偽
の
ほ
ど
は
不

明
だ
が
、
後
藤
純
平
は
そ
の
こ
ろ
、
い
ず
れ
は
外
国
に
行
く
こ
と
に
な
っ

て
い
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
後
藤
本
人
が
村
人
の
誰
か
に
漏
ら
し
た
話
だ

と
思
わ
れ
る
。そ
れ
が
ど
の
程
度
現
実
的
な
も
の
だ
っ
た
の
か
不
明
だ
が
、

長
崎
と
い
う
地
の
政
府
機
関
で
働
い
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
ま
っ
た
く

可
能
性
の
な
い
話
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
沢
が
後
に
外
国
官
知

事
あ
る
い
は
外
務
卿
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
そ
の
可
能

性
は
十
分
あ
っ
た
と
思
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
一
部
に
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
十
一
月
の
岩
倉
使
節
団
に
従
っ
て

欧
米
を
視
察
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
話
も
あ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
も
と
不
平
等
条
約
改
正
の
た
め
に
欧

米
に
使
節
団
を
派
遣
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
の
は
、
条
約
改
定
御
用
掛
参

議
の
大
隈
重
信
だ
っ
た
。
大
隈
は
自
ら
が
全
権
大
使
と
な
っ
て
行
く
つ
も

り
だ
っ
た
の
だ
が
、
政
府
内
部
に
は
傍
若
無
人
な
大
隈
に
対
す
る
反
発
が

巻
き
起
こ
り
、
岩
倉
に
入
れ
替
え
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
肥
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前
出
身
の
大
隈
に
対
し
て
、
新
政
府
主
流
派
の
薩
長
の
嫉
妬
や
、
大
隈
が

三
条
実
美
に
近
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
薩
摩
の
大
久
保
利
通
が
三
条
に
常

に
対
抗
意
識
を
抱
い
て
い
た
岩
倉
具
視
を
か
つ
い
で
大
隈
潰
し
を
図
っ
た

面
も
あ
っ
た
。

　
前
に
書
い
た
よ
う
に
大
隈
は
九
州
鎮
撫
総
督
に
い
た
こ
と
が
あ
り
、
隠

れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
弾
圧
で
手
腕
を
認
め
ら
れ
、
新
政
府
の
参
与
・
大
蔵
小

輔
兼
民
部
大
輔
か
ら
大
蔵
大
輔
つ
い
で
参
議
へ
と
昇
進
し
て
い
た
。
そ
の

限
り
に
お
い
て
、
長
崎
時
代
に
後
藤
純
平
と
接
点
が
あ
っ
た
こ
と
は
考
え

ら
れ
る
が
、
大
隈
が
使
節
団
派
遣
を
正
式
に
発
議
し
た
の
は
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
八
月
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
こ
う
し
た
計
画
は
政
府
内
部
に

は
な
か
っ
た
わ
け
で
、
後
藤
純
平
が
加
わ
る
予
定
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は

考
え
に
く
い
。
た
だ
し
、
後
藤
純
平
が
郷
里
の
庄
内
谷
上
淵
村
に
帰
る
こ

と
な
く
、
こ
の
ま
ま
長
崎
の
九
州
鎮
撫
総
督
に
い
た
か
京
に
も
ど
っ
て
い

れ
ば
、
岩
倉
使
節
団
の
従
者
に
加
え
ら
れ
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
言
え

よ
う
。

　
　

　
日
田
県
が
発
足
し
た
の
は
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
五
月
四
日
の
府
藩

県
三
治
体
制
に
よ
る
も
の
で
、
初
代
知
県
事
に
任
命
さ
れ
た
の
が
、
後
に

二
度
に
わ
た
っ
て
首
相
を
務
め
る
松
方
正
義
だ
っ
た
。

　
日
田
県
の
管
轄
区
域
は
発
足
当
時
は
日
田
・
玖
珠
・
下
毛
の
三
郡

百
三
十
二
カ
村
で
石
高
は
六
万
千
七
百
二
十
四
石
だ
っ
た
。
し
か
し
、
戊

辰
戦
争
最
中
の
八
月
、
新
政
府
の
指
示
で
久
留
米
藩
と
肥
後
藩
が
預
か
っ

て
い
た
豊
前
、豊
後
の
五
郡
百
三
十
一
カ
村
も
日
田
県
の
管
轄
と
な
っ
た
。

日
田
県
の
発
足
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さ
ら
に
そ
の
後
、
富
高
県

が
廃
止
さ
れ
た
り
、
長
崎

府
の
管
轄
区
域
の
一
部
も

日
田
県
に
移
さ
れ
、
一
挙

に
四
カ
国
十
四
万
石
に
膨

れ
上
が
っ
た
。

　
後
藤
純
平
の
歩
み
を
追

う
上
で
重
要
な
こ
と
は
、

旗
本
の
分
知
領
（
采
地
）

が
い
つ
日
田
県
に
帰
属
し

た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
と
い
う
の
は
前
に
書

い
た
よ
う
に
後
藤
純
平
の

郷
里
の
大
分
郡
庄
内
郷
上

淵
村
な
ど
六
カ
村
は
旗
本

の
分
知
領
で
あ
り
、
そ
の
帰
属
を
め
ぐ
る
不
安
か
ら
村
民
が
後
藤
純
平
に

助
け
を
求
め
て
来
る
か
ら
で
あ
る
。

　
豊
前
、
豊
後
の
地
に
は
五
カ
所
の
旗
本
分
知
領
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

小
笠
原
左
門
の
下
毛
・
宇
佐
郡
十
六
カ
村
七
千
三
百
七
十
一
石
、
松
平
貫

一
郎
の
国
東
郡
十
四
カ
村
五
千
六
百
八
十
五
石
、
木
下
俊
清
の
速
見
郡
八

カ
村
五
千
五
百
十
四
石
、久
留
嶋
平
八
郎
の
玖
珠
郡
一
カ
村
千
七
十
五
石
、

そ
し
て
大
給_

吉
の
大
分
郡
六
カ
村
千
六
百
五
十
七
石
で
あ
る
。
こ
の
大

分
郡
の
六
カ
村
と
は
後
藤
純
平
の
生
ま
れ
た
上
淵
村
と
中
淵
、
下
田
向
、

瓜
生
田
、
奈
良
田
、
直
野
内
山
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
旗
本
分
知
領
は
最
終
的
に
は
日
田
県
の
管
轄
に
入
れ
ら
れ
、

永
山
布
政
所
・
西
国
筋
郡
代
跡
地
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さ
ら
に
は
大
分
県
と
な
る
の
だ
が
、
そ
の
過
程
で
若
干
の
混
乱
が
起
き
、

住
民
を
不
安
に
陥
れ
た
。
旗
本
分
知
領
の
日
田
県
帰
属
の
時
期
は
当
の
旗

本
の
新
政
府
へ
の
帰
順
の
時
期
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
。
最
も
帰
順
が
早

か
っ
た
の
は
小
笠
原
で
、
次
い
で
松
平
、
久
留
島
、
木
下
と
続
い
た
。
そ

の
本
領
安
堵
の
時
期
は
小
笠
原
が
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
五
月
十
五
日

で
、
最
後
の
木
下
が
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
四
月
二
十
五
日
だ
っ
た
。

問
題
の
大
給
は
徳
川
慶
喜
が
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
七
月
に
水
戸
弘
道

館
か
ら
駿
府
（
静
岡
）
に
移
っ
て
隠
居
し
た
際
に
同
行
し
た
。
こ
の
た
め
、

そ
の
分
知
領
で
あ
る
大
分
郡
六
カ
村
は
い
っ
た
ん
は
本
来
の
領
主
で
あ
る

府
内
藩
に
戻
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
。

　
日
田
知
県
事
の
松
方
は
旗
本
分
知
領
の
租
税
徴
収
権
は
府
県
が
握
る
べ

き
だ
と
建
言
し
た
が
、
政
府
は
八
月
に
従
来
ど
お
り
地
方
庁
に
任
せ
る
よ

う
指
令
し
た
。
こ
の
た
め
奥
郷
庄
内
谷
六
カ
村
は
引
き
続
い
て
府
内
藩
の

統
治
が
続
い
た
。

　
そ
の
府
内
藩
に
新
政
府
か
ら
六
カ
村
を
日
田
県
に
移
管
す
る
よ
う
命
令

が
出
た
の
は
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
二
月
で
あ
る
。『
府
内
藩
日
記
』

な
ど
に
よ
る
と
、
府
内
藩
は
翌
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
正
月
二
日
か
ら

引
継
ぎ
に
つ
い
て
の
諸
調
査
を
始
め
た
。
府
内
藩
の
役
人
が
日
田
県
の
出

先
機
関
で
あ
る
別
府
出
張
所
に
出
向
い
て
大
属
の
高
橋
敬
一
と
協
議
し

た
。
参
考
ま
で
に
こ
の
高
橋
は
現
在
別
府
市
に
な
っ
て
い
る
亀
川
村
の
庄

屋
の
息
子
で
、
尊
攘
運
動
に
立
ち
上
が
り
、
捕
ら
え
ら
れ
て
入
獄
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
一
年
後
に
起
き
た
日
田
県

一
揆
で
農
民
た
ち
に
殺
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
人
物
で
あ
る
。

　
協
議
の
結
果
、
六
カ
村
の
日
田
県
移
管
は
決
着
が
つ
か
な
い
ま
ま
の
び

の
び
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
九
月
に
な
っ
て
当
所
の
予
定
と
お
り
、
日
田



第四章●豊前、豊後の勤皇倒幕 15

県
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
藩
役
人
が
村
庄
屋
と
組
頭
ら
三
人
を
伴

な
っ
て
別
府
役
所
に
出
向
い
て
指
示
を
受
け
た
。
最
終
的
に
六
カ
村
が
日

田
県
帰
属
と
な
っ
た
の
は
同
年
十
一
月
で
あ
る
。
だ
が
、
後
述
す
る
よ
う

に
、こ
の
間
、『
府
内
藩
日
記
』に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
複
雑
な
事
情
が
あ
っ

た
。

　
　

　
知
県
事
に
任
命
さ
れ
た
松
方
正
義
が
実
際
に
日
田
に
赴
任
し
た
の
は
慶

応
四
年
（
一
八
六
八
）
六
月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
三
十
三
歳
の
松
方

は
意
欲
的
に
日
田
県
の
治
世
に
取
り
組
ん
だ
。

　
豊
前
豊
後
両
国
御
郡
総
役
の
長
谷
川
半
蔵
か
ら
事
務
引
継
ぎ
を
終
え
る

と
、
二
日
後
に
千
原
幸
右
衛
門
、
広
瀬
久
右
衛
門
、
森
甚
左
衛
門
、
山
田

半
四
郎
の
四
人
を
掛
屋
に
任
命
し
、
さ
ら
に
六
日
後
に
町
年
寄
三
松
寛
右

衛
門
、
同
中
村
平
太
夫
、
陣
屋
廻
村
庄
屋
千
原
傾
右
衛
門
、
玖
珠
郡
松
木

村
庄
屋
木
幡
一
二
郎
、
同
郡
小
田
村
庄
屋
倅
卓
蔵
、
下
毛
郡
山
移
村
庄
屋

矢
野
八
郎
右
衛
門
の
六
人
を
諸
取
調
掛
に
任
命
し
、
隈
と
豆
田
の
両
町
の

全
役
人
を
集
め
て
生
業
に
精
励
し
綱
紀
粛
清
に
務
め
る
よ
う
訓
示
し
た
。

知
県
事
松
方
正
義
の
着
任

さ
ら
に
薩
摩
藩
士
や
久
留

米
藩
士
を
判
事
試
補
に
任

命
し
た
り
、
在
地
の
六
人

を
調
役
、調
役
助
に
任
命
、

租
税
方
、
庶
務
方
、
会
計

方
・
書
記
な
ど
の
担
当
を

決
め
た
。

松方正義
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旧
富
高
県
（
現
宮
崎
県
日
向
市
）
や
旧
熊
本
藩
、
旧
久
留
米
藩
な
ど
か

ら
預
け
地
を
受
け
取
る
と
、
富
高
、
高
松
（
現
大
分
市
）、
四
日
市
（
現

宇
佐
市
）
に
支
庁
を
置
い
た
。
後
藤
純
平
の
生
ま
れ
た
上
淵
村
な
ど
奥
郷

庄
内
谷
六
カ
村
は
高
松
支
庁
の
管
轄
に
な
っ
た
が
、
後
に
高
松
支
庁
は
別

府
に
移
さ
れ
別
府
支
庁
と
な
っ
た
。

　
日
田
知
県
事
と
し
て
の
松
方
の
功
績
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
の
は
平
民
政

治
、
社
会
政
策
の
先
鞭
、
殖
産
興
業
の
奨
励
、
国
家
本
意
の
文
化
政
策
の

実
行
で
あ
る
。
平
民
政
策
と
は
庶
民
の
生
活
を
重
視
し
た
政
治
と
言
う
意

味
で
あ
る
。
日
田
県
役
所
と
豆
田
町
の
間
を
流
れ
る
花
月
川
に
掛
か
っ
て

い
た
二
本
の
橋
が
流
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
豪
華
な
石
橋
を

架
け
、
片
原
町
の
景
観
も
一
新
さ
せ
た
。
社
会
政
策
の
面
で
は
堕
胎
を
禁

じ
、
孤
児
や
捨
て
子
、
生
活
困
窮
家
庭
の
子
供
を
預
か
っ
て
育
て
る
養
育

館
を
開
設
し
た
。
こ
の
養
育
館
は
豪
商
や
医
師
、
助
産
婦
の
拠
出
金
と
労

務
奉
仕
で
運
営
さ
れ
、
大
分
県
に
引
き
継
が
れ
た
。

　
殖
産
興
業
で
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
質
屋
兼
両
替
と
い
う
べ
き
生
産
会
所

の
開
設
で
あ
る
。
政
府
が
戊
辰
戦
争
の
時
に
財
政
難
を
解
決
す
る
た
め

に
発
行
し
た
太
政
官
札
は
不
換
紙
幣
の
た
め
う
ま
く
流
通
し
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
全
国
の
府
藩
県
に
石
高
に
応
じ
て
押
し
つ
け
、
日
田
県
に
も

十
八
万
両
が
お
ろ
さ
れ
て
き
た
。
生
産
会
所
は
こ
れ
を
元
手
に
し
て
県
内

の
生
産
品
を
担
保
に
し
て
相
場
の
五
、六
割
の
金
を
三
カ
月
限
り
で
貸
し

付
け
て
利
子
を
取
っ
た
。
し
か
し
こ
の
太
政
官
札
の
流
通
は
う
ま
く
い
か

ず
、
生
産
会
所
の
運
営
も
豪
商
た
ち
に
引
き
請
け
さ
せ
た
。

　
文
化
政
策
で
は
日
隈
神
社
の
創
建
が
あ
る
。
友
田
村
の
岳
林
寺
か
ら
後

醍
醐
天
皇
像
を
移
し
て
き
て
創
建
し
た
も
の
で
、
政
府
の
神
仏
分
離
令
に

応
じ
る
と
と
も
に
隈
町
の
興
隆
を
ね
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
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租
税
政
策
で
は
政
府
の
財
政
逼
迫
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
貢
米
を

で
き
る
だ
け
多
く
徴
収
し
よ
う
と
す
る
民
部
省
・
大
蔵
省
と
、
地
域
の
苦

し
い
実
状
を
知
り
温
情
的
に
な
り
が
ち
な
府
県
知
事
が
な
に
か
に
つ
け
て

対
立
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
と
二
年
（
一
八
六
九
）
は
天
候
不
良
に

よ
る
飢
饉
で
、
年
貢
割
り
付
け
額
、
皆
済
額
と
も
極
端
に
低
か
っ
た
。
こ

れ
ま
で
の
貢
米
の
長
崎
回
米
か
ら
大
阪
回
米
・
東
京
回
米
と
な
っ
た
こ
と

も
農
民
の
負
担
増
に
な
っ
た
。

　
一
方
、
こ
の
間
、
政
府
は
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
月
二
十
八
日
、

藩
治
職
制
つ
ま
り
藩
の
統
治
機
構
を
定
め
、
旧
来
の
門
閥
世
襲
を
や
め
、

能
力
に
応
じ
た
人
材
登
用
を
採
用
す
る
よ
う
各
藩
に
指
示
し
た
。
府
内
藩

は
早
く
も
十
二
月
に
議
政
局
、
兵
事
局
、
内
政
局
、
文
部
局
、
会
計
局
、

民
事
方
な
ど
の
職
制
を
定
め
て
政
府
に
報
告
し
た
。
こ
の
迅
速
な
対
応
に

は
前
年
の
新
政
府
へ
の
帰
順
の
遅
れ
に
よ
る
汚
名
を
返
上
し
よ
う
と
い
う

思
惑
が
感
じ
ら
れ
、
単
に
職
名
を
変
え
て
体
裁
を
取
り
繕
っ
た
面
が
あ
っ

た
。

　
　

　
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
一
月
二
十
三
日
、
新
政
府
樹
立
の
立
役
者
と

な
っ
た
薩
摩
、
長
州
、
土
佐
、
肥
前
の
四
藩
が
そ
ろ
っ
て
版
籍
奉
還
を
朝

廷
に
願
い
出
た
。
こ
れ
ら
の
雄
藩
が
版
籍
奉
還
を
願
い
出
た
以
上
、
他
の

中
小
の
藩
は
何
も
し
な
い
わ
け
に
は
行
か
ず
、
次
々
に
版
籍
奉
還
を
請
願

し
た
。
新
政
府
の
ね
ら
い
は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
豊
前
、

豊
後
の
諸
藩
の
動
き
を
見
る
と
臼
杵
藩
が
最
も
早
く
二
月
二
十
日
で
あ

る
。
次
い
で
日
出
藩
が
同
二
十
三
日
、
森
藩
と
府
内
藩
が
同
三
十
日
（
府

各
藩
の
版
籍
奉
還
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内
藩
に
つ
い
て
は
三
月
一
日
の
説
も
あ
る
）、
佐
伯
藩
と
杵
築
藩
が
三
月

四
日
、
中
津
藩
と
岡
藩
が
四
月
四
日
で
あ
る
。
そ
し
て
六
月
十
九
日
か
ら

二
十
三
日
の
間
に
藩
主
が
相
次
い
で
知
藩
事
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
藩
主
個
人
に
属
し
て
い
た
領
有
権
は
制
度
の
上
で
は
否
定
さ
れ
、
藩

主
の
家
禄
も
藩
の
諸
経
費
と
は
切
り
離
さ
れ
、
石
高
の
十
分
の
一
と
定

め
ら
れ
た
。
参
考
ま
で
に
豊
前
豊
後
諸
藩
の
知
藩
事
の
家
禄
を
多
い
順

に
列
記
す
る
と
、
奥
平
（
中
津
藩
）
五
千
三
百
石
、
中
川
久
成
（
岡
藩
）

五
千
二
百
四
十
石
、
稲
葉
久
通
（
臼
杵
藩
）
三
千
五
百
二
十
七
石
、
松
平

（
杵
築
藩
）
二
千
百
四
石
、
大
給
（
府
内
藩
）
千
四
百
十
六
石
、
毛
利
（
佐

伯
藩
）
千
二
百
二
十
二
石
、木
下
（
日
出
藩
）
千
二
十
八
石
、久
留
島
（
森

藩
）
六
百
十
石
で
あ
る
。

　
こ
の
版
籍
奉
還
に
よ
っ
て
藩
主
は
中
央
か
ら
任
命
さ
れ
た
地
方
長
官
の

身
分
と
な
り
、
家
臣
も
政
府
の
役
人
に
な
っ
た
。

　
つ
ま
り
藩
は
そ
れ
ま
で
の
独
自
性
を
失
っ
て
政
府
の
地
方
組
織
と
な

り
、そ
の
方
針
に
従
っ
て
藩
政
改
革
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

こ
の
藩
政
改
革
の
柱
は
禄
制
改
革
と
行
政
機
構
の
整
備
の
二
つ
だ
っ
た
。

禄
制
改
革
は
身
分
に
よ
っ
て
複
雑
に
分
か
れ
て
い
た
藩
士
の
給
与
体
系
を

統
一
し
て
手
取
り
額
で
表
示
す
る
も
の
で
、
す
べ
て
石
で
表
し
た
。
そ
の

決
定
に
あ
た
っ
て
は
上
位
の
者
ほ
ど
多
く
削
る
累
進
削
禄
法
が
適
用
さ
れ

た
。
行
政
機
構
の
整
備
は
先
の
藩
治
職
制
を
府
県
の
制
度
に
な
ら
っ
て
、

よ
り
効
率
的
な
も
の
に
整
備
さ
れ
た
。

　
日
田
県
と
豊
前
、豊
後
諸
藩
の
明
治
初
年
の
動
き
は
以
上
の
通
り
だ
が
、

も
め
て
い
た
後
藤
純
平
の
生
ま
れ
た
上
淵
村
な
ど
奥
郷
庄
内
谷
の
分
知
領

六
カ
村
の
帰
属
問
題
は
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
複
雑
な
経
緯
を
た
ど
っ

た
。
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日
田
県
の
管
轄
領
域
は
そ
の
後
も
た
び
た
び
変
更
さ
れ
、
肥
後
、
久
留

米
、
佐
伯
各
藩
な
ど
が
預
か
っ
て
い
た
領
地
が
戻
さ
れ
た
り
、
旗
本
分
知

領
が
順
次
、
日
田
県
に
帰
属
し
て
い
っ
た
以
外
に
も
、
宇
佐
神
宮
領
や
豊

前
企
救
郡
（
現
北
九
州
市
）、
豊
前
英
彦
山
（
現
福
岡
県
田
川
郡
）
な
ど

が
前
後
し
て
日
田
県
に
帰
属
し
た
。
さ
ら
に
藩
（
長
崎
県
対
馬
）
が
下
野

国
（
現
栃
木
県
）
に
与
え
ら
れ
て
い
た
飛
び
地
の
交
換
地
と
し
て
日
田
県

管
轄
地
の
一
部
を
与
え
る
動
き
や
、
延
岡
藩
の
豊
後
千
歳
役
所
管
轄
領
の

交
換
な
ど
が
あ
っ
た
。
延
岡
藩
は
豊
後
に
八
十
三
カ
村
二
万
七
八
六
石
余

の
領
地
を
有
し
、
千
歳
役
所
が
管
轄
し
て
い
た
が
遠
隔
地
で
管
理
し
に
く

い
と
い
う
理
由
で
、
の
ち
に
日
田
県
富
高
役
所
付
き
二
万
七
千
二
百
八
十

石
と
の
交
換
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
国
東
、
速
見
、
大
分
、
直
入
四
郡
の
日
田
県
領
域
を
治
め
る
に

は
高
松
で
は
不
便
な
た
め
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
四
郡
の
中
心
地

で
海
陸
の
便
に
恵
ま
れ
た
別
府
に
支
庁
を
移
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の

時
、
そ
の
場
所
を
め
ぐ
っ
て
役
人
と
村
方
が
対
立
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

役
人
が
別
府
村
田
の
湯
を
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
四
郡
の
庄
屋
を
中
心

と
す
る
村
方
は
朝
見
八
幡
付
近
を
主
張
し
、
結
局
、
二
月
十
八
日
、
知
県

事
の
松
方
の
判
断
で
朝
見
神
社
付
近
に
決
ま
っ
た
、
と
い
う
経
緯
が
あ
っ

た
。
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